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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

校舎周辺に足場を組む必要性や外壁工事の内容から夏休みにしか行うことができない。工事期間が限定されるため準備等をしっ

かり行いたい。

改革改善

の考え方

①問題

点

２８校を順番に行っても３校ずつでも１０年かかるが、外壁の更新を行っていかなければならない。

②改革

提案

老朽化の状況を見ながら、順次進めていきたい。

総事業費①+② 0 32,340 644

人件費計（千円）② 0 644

82,845

正規職員所要時間 180

臨時職員所要時間

一般財源 21,560

その他

起債 0

県支出金

国庫支出金 10,780

事業費計（千円）① 0 32,340 0 82,845 起債　75％

23-24繰越明許32,340千円

25年度予算額 特定財源内訳、補足

27,615

41,300

13,930

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

①浜井場小学校外壁の調査及び設計業務委託実施

②高陵中学校の外壁の調査

③平成25年度に外壁改修工事を行う予定である座光寺小、川路小、上村

小、飯田西中の国庫補助金の申請事務

④平成24年度に調査した浜井場小学校及び高陵中学校の外壁改修につ

いて精査をおこない国庫補助事業等の検討もあわせて行っている。

⑤平成25年度の外壁調査予定である追手町小学校と旭ヶ丘中学校の設

計調査依頼準備

外壁調査を行った学校数

外壁改良工事を行った学校数

　　1校

　　0校

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

○小中学校の平成２３年度建築定期報告及び学校別外壁調査によって改修が必要と指摘された箇所の修繕をする。

○外壁調査は平成２３年度に座光寺小、川路小、上村小、飯田西中を行い、平成２４年度は、浜井場小学校の外壁調査を行った。毎年３校

程度の調査を行い平成３４年度に全ての学校の外壁を改修予定。

※国の補助(学校施設環境改善交付金（防災機能強化）で実施する。（補助率；１／３）

○外壁調査は建築基準法で定められ、定期検査は３年に１回実施し、１０年に１度は、調査をしなければならない。

○平成２２年度に外壁調査計画を策定した。

　 ※耐震補強をしてある施設は補強から１０年の後半へ、平成５７年以前に建築された施設は、優先的に調整をした計画である。

○調査により改修が必要な施設の外壁を調査実施後の翌翌年度に改修工事を実施する計画

○国の補助(学校施設環境改善交付金（防災機能強化）で実施する。１／３補助率 　２３年度に補助メニューに加わった。

○調査費用については、施設管理費に計上している。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

0 4

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

実施済小中学校数 0

28年度見込み

小中学校数 28

意図（どういう状態

にするか）

建物(校舎、体育館)の耐用年数を延ばし安全性、利便

性、衛生性を確保する。

向上させたい上位施

策の成果指標

良好な環境で授業を受けることができる児童生徒数

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 老朽化した小中学校の建物(校舎、体育館)の外壁

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 22 義務教育の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 学校教育課 係等名 施設係

事業種別 政策 開始 23 終了

事務事業名

会計 一般会計

学校施設外壁改修事業

22 事業№ 46 10平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


